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 論   文   の   要   旨 
審査対象論文は、熱帯地域で栽培されるインド型灌漑水田用イネ品種の収量向上や安定生産を図るため、




と現状の課題、および本研究の目的、第 2 章では IR64 への染色体断片挿入系統群の遺伝、形態、生理学的
特徴づけと農業形質に対する量的形質遺伝子座（QTL）の同定について、第 3 章では陸畑栽培特異的に検出









れた。両栽培データをもとに INLs のクラスター分析を行い、特徴的な反応を示す 6 グループに分類した。
また連関解析では、第 1、2、4、5、6、7、9 および 12 染色体上の挿入染色体上に、複数の形質に関する
QTL が重複して検出される領域を検出した。各クラスターグループと検出した QTL との関連性が検討され、
これらの領域には INLs を特徴づける遺伝子（群）が集積されていることを明らかにした。 
このうち第 2、7 および 12 染色体領域の QTL は、陸畑栽培のみで検出された。特に第 7 染色体上の領域
には、穂長、茎葉重、穂重、稈長、穂数、稔実歩合、収量指数を挿入染色体の遺伝子型をもつことで著しく
減少させ着目された。この第 7 染色体の領域を有する INL の YTH 34 と IR 64 との交配より育成した雑種
集団（F2、F3系統群、ヘテロ接合を自殖した後代集団）を用いて詳細な解析をすすめ、低分げつ性に関連す
る劣性遺伝子を同定し、染色体上に位置付けた。この領域には低分げつ性に関する遺伝子の報告がないこと
から、low tiller number 2 (ltn2)としての遺伝子記号を命名した。この遺伝子は、低分げつとともに乾物生
産を低下させる。著者は、この遺伝子が在来の陸稲品種に保存されていたものであることから、乾物生産が
制限されても、低分げつであることが陸畑栽培条件下での適応に対して優先形質であったと考察した。つま









審    査   の   要   旨 
 
 本学位論文は、熱帯地域で広く普及し育種にも利用されてきた灌漑水田向けインド型イネ品種 IR 64 の
遺伝的な改良において、熱帯日本型陸稲品種を交配親として育成された NPT 品種を用いることにより、こ
れまで水稲品種にはなかった陸稲品種由来の形質を有する染色体断片利用の有効性を明らかにし、開発した
INLs そのものも有用な育種素材あるいは遺伝資源になりうることを証明した。また、INLs の育種利用に加
えて、本研究における遺伝・生理・形態学的特徴づけは、今後イネの有用遺伝子の同定・単離等の基礎的研
究にも利用することができる。遺伝・育種研究の基礎から応用までの広い範囲で波及する研究成果を確保し
たことは、高く価値できる。 
平成28年5月18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
